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Ｉｎｄｅｘ  
２ページ 晩秋の三角山・大倉山地域巡り登山 

ひきこもりサテライト・カフェ in小樽を開催 

３ページ ひきこもりサテライト・カフェ in苫小牧、北広島を開催 ほか 

４～５ページ  

手紙を活用したピア・アウトリーチ開発実務者予定者研修会 

６ページ 当事者から捉える不登校とひきこもりの理解 講演採録 

７ページ 居場所「よりどころ」活動報告 

さえきたいちさんとの対話②「自分で納得して動くことが大事」 

８ページ こちら事務局／編集後記  
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10
月
18
日
木
曜
日
、
晩
秋
の
三
角
山
３
１
１

ｍ
・
大
倉
山
３
０
７
ｍ
地
域
め
ぐ
り
登
山
を
全
員
50

代
の
メ
ン
バ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
（
写
真
―
１
）
。

こ
れ
ま
で
私
が
最
年
長
で
し
た
が
私
よ
り
先
輩
の

方
々
が
当
事
者
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
頼
り
に

し
て
い
ま
す
。 

 
 

山
々
に
は
災
害
の
爪
痕
も
見
ら
れ
、
ま
た
落
ち
葉

が
多
く
間
も
な
く
冬
の
訪
れ
で
す
。
三
角
山
か
ら
尾

根
を
つ
た
っ
て
大
倉
山
に
移
動
、
約
４
時
間
に
及
ぶ

年
内
最
後
に
な
る
軽
登
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

晩
秋
の
三
角
山
・
大
倉
山
地
域
巡
り
登
山
～ 

50
代
の
参
加
者
が
軽
登
山
を
楽
し
む 

ー
ク
シ
ョ
ン
へ
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
在
宅
ワ
ー
ク

で
い
か
ば
か
り
か
の
収
益
を
あ
げ
て
い
る
状
況
が
報

告
さ
れ
た
。 

 

両
親
が
亡
き
後
も
就
職
や
仕
事
に
就
く
た
め
の
準

備
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
私
の
場
合

は
親
子
関
係
だ
け
に
問
題
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な

い
。
履
歴
の
空
白
が
長
い
こ
と
や
外
出
し
な
い
生
活

が
続
く
こ
と
で
社
会
の
中
で
生
き
て
い
る
感
覚
が
相

当
鈍
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
一
人
で
独
居
生

活
は
悪
い
と
は
思
え
な
い
」
と
述
べ
、
50
年
生
き
て

き
た
現
在
に
つ
い
て
「
30
代
ま
で
は
社
会
に
適
応
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
就
労
へ
向
け
て
訓
練
も
受

け
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
就
労
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
50
代
と
も
な
れ
ば
さ
す
が
に
自
分

の
気
質
が
組
織
に
向
か
な
い
こ
と
を
変
え
る
こ
と
は

逆
に
自
分
を
打
ち
消
す
こ
と
に
も
な
る
た
め
あ
き
ら

め
て
い
る
」
と
今
の
心
境
を
述
べ
ま
し
た
。 

最
後
に
「
ひ
き
こ
も
り
な
が
ら
生
き
る
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
テ
ー
マ
」
だ
と
述
べ
「
人
生
は
祭
り
だ
」

と
い
う
昔
の
映
画
で
語
ら
れ
た
セ
リ
フ
を
引
用
し
て

「
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
楽
し
み
が
も
て
る
よ

う
な
人
生
に
し
て
い
き
た
い
」
と
残
さ
れ
た
人
生
の

指
針
を
語
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
吉
川
さ
ん

が
過
酷
な
状
況
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
が
、
意
外
に

自
分
な
り
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
も
感
じ

る
」
な
ど
の
肯
定
的
な
意
見
や
「
こ
う
あ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
理
想
の
親
子
関
係
を
や
め
て
、
親
か
ら
逃
げ

た
い
と
き
に
は
逃
げ
て
は
ど
う
か
」
と
い
っ
た
意
見

も
出
さ
れ
参
加
者
相
互
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。 

今
後
の
サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
開
催
日
程
に
つ
い

て
は
、
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

２ 

10
月
17
日
水
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
ひ
き
こ
も
り

サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
in
小
樽
で
は
当
事
者
・
家

族
・
支
援
者
な
ど
15
名
が
参
加
。
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
吉
川

修
司
理
事
が
、
両
親
他
界
後
の
一
人
暮
ら
し
を
す
る

50
代
の
立
ち
位
置
か
ら
話
題
提
供
を
し
ま
し
た
。 

吉
川
理
事
は
小
学
生
の
頃
に
小
樽
に
住
ん
で
い
た

時
期
が
あ
り
、
不
登
校
気
味
だ
っ
た
過
去
を
振
り
返

り
な
が
ら
「
あ
れ
か
ら
40
年
経
つ
が
何
も
変
わ
っ
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
」
と
語
り
、
親
と
の
す
れ
違
い

か
ら
病
気
で
亡
く
し
た
父
親
の
面
倒
を
み
き
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
亡
く
な
っ
た
親
が
あ
の
世
で

待
ち
構
え
て
い
る
よ
う
で
怖
く
な
る
と
き
が
あ
る
」

と
生
活
の
節
々
に
両
親
の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い

る
現
状
を
述
べ
ま
し
た
。 

ま
た
ひ
き
こ
も
り
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
つ
い
て

「
私
も
こ
れ
ま
で
講
演
会
や
家
族
当
事
者
と
話
し
合

う
現
場
は
相
当
経
験
し
て
き
た
が
、
な
か
な
か
慣
れ

な
い
。
当
事
者
の
な
か
に
は
体
験
発
表
し
て
そ
れ
が

自
己
実
現
に
つ
な
が
る
人
も
い
る
が
、
大
半
の
当
事

者
は
そ
れ
が
で
き
な
い
。
当
事
者
も
前
面
に
で
て

華
々
し
く
活
動
す
る
人
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
人
も

い
る
は
ず
。
前
向
き
な
活
動
を
し
て
い
る
人
だ
け
が

評
価
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
極
端
な
こ
と
を
い
え
ば

家
か
ら
出
た
く
な
い
な
ら
そ
の
状
態
で
自
分
の
で
き

る
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
。
そ
こ
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
か
」
と
現
状
の
就
労
支
援
の
あ

り
方
に
も
言
及
し
、
吉
川
理
事
が
自
分
の
で
き
る
こ

と
と
し
て
在
宅
で
も
で
き
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ 

ひ
き
こ
も
り
サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
in 

小
樽
を
開
催
～
50
代
を
迎
え
た
心
境 

（写真―1）曇り空に浮かぶ虹（上）大倉山展望台か
らスキージャンプ台を望む（下） 

 



（写真-3）9月 17日付苫小牧
民報には体験談を発表した大橋
伸和氏の記事が掲載された 

Ｌ・Ｐ・Ｆ活動報告 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
月
13
日
木
曜
日
、
胆
振
東
部
地
震
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
な
か
、
「
ひ
き
こ
も
り
サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ

フ
ェ
in
苫
小
牧
②
」
を
開
催
、
当
事
者
、
家
族
、
支

援
者
、
議
員
な
ど
22
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
恒
例
の

当
事
者
か
ら
の
話
題
提
供
に
加
え
、
前
段
、
苫
小
牧

市
総
合
福
祉
課
福
祉
相
談
担
当
の
山
吹
健
司
・
社
会

福
祉
士
か
ら
苫
小
牧
市
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
情
報
の

提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
写
真-
３
）
。 

当
事
業
に
あ
た
っ
て
は
市
内
で
お
互
い
こ
れ
ま
で

面
識
は
あ
っ
た
も
の
の
関
係
機
関
が
一
堂
を
介
し
て

協
議
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
カ
フ
ェ
事

業
は
連
携
の
促
進
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
相
談
事
業
所
の
専
門
職
の

ほ
か
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
の
不
登
校
の
家
族

会
や
ひ
き
こ
も
り
家
族
会
の
代
表
者
も
参
加
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
と
出
会
う

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
具
体
的
な
支
援
に
つ
な
が

る
契
機
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
参
加
者
か
ら
は

「
日
頃
心
の
内
を
吐
き
出
す
場
が
な
い
、
こ
う
し
た 

 

３ 

場
を
通
し
て
情
報
交
換
し
家
庭
に
持
ち
帰
り
た
い
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
同
じ
境
遇
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
体
験
や
勇
気
を
得
ら
れ
ま
し
た
。 

10
月
11
日
木
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ひ
き
こ
も

り
サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
in
苫
小
牧
③
」
で
は
、
関

東
か
ら
素
敵
な
現
役
大
学
生
五
名
が
視
察
に
訪
れ
、

終
了
後
ス
タ
ッ
フ
関
係
者
と
の
懇
談
の
と
き
を
も
ち

ま
し
た
。
大
学
４
年
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
進
路
の
話

題
に
も
進
展
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
て
い
る

こ
と
や
模
索
状
況
が
伺
え
ま
し
た
。 

                        

ひ
き
こ
も
り
サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
in 

苫
小
牧
②
③
を
開
催 

よりどころ 当事者会＆親の会合同企画 

『ひきこもりカフェ in 札幌』開催のお知らせ 

2019 年 3月の「よりどころ」では親の会、当事者会が合同で「ひきこもりカフェ」を開催す

る。当事者、親双方の講師にそれぞれ思いを語ってもらうことで、今後の居場所のあり方や生き

やすい社会とは何かを考えていきます。ぜひご参加ください。 

講師：マインド氏（旭川当事者会 NAGI） 

鈴木祐子氏（小樽不登校ひきこもり家族交流会世話人） 

開催日時：2019 年 3月 4 日（月）午後 1時～4 時まで  

開催会場：北海道立道民活動センター「かでる２.７」10階 1060会議室 

（札幌市中央区北 2条西 7 丁目 道民活動センタービル）JR 札幌駅南口から徒歩 13分 

利用対象：ひきこもり当事者及びその家族 

参加費：無料 事前申込不要 直接会場にいらしてください（出入り自由） 

 

 

 

 

ひ
き
こ
も
り
サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
in 

北
広
島
③
④
を
開
催 

10
月
４
日
（
木
曜
日
）
に
開
催
さ
れ
た
「
ひ
き

こ
も
り
サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
in
北
広
島
③
」
で

は
、
３
名
の
家
族
の
ほ
か
支
援
者
を
合
わ
せ
９
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
話
題
提
供
は
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

武
田
俊
基
理
事
が
担
当
し
、
参
加
者
か
ら
は
「
初
め

て
当
事
者
会
に
参
加
し
た
し
た
と
き
の
心
境
」
「
家

族
は
ど
の
よ
う
に
当
事
者
と
関
わ
れ
ば
よ
い
の
か
」

な
ど
質
問
が
だ
さ
れ
、
支
援
者
は
熱
心
に
家
族
の
も

つ
悩
み
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

11
月
１
日
（
木
曜
日
）
に
開
催
さ
れ
た
「
ひ
き

こ
も
り
サ
テ
ラ
イ
ト
・
カ
フ
ェ
in
北
広
島
④
」
で

は
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中
條
寛
大
さ
ん
が
話
題
提

供
し
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
次
号
で
報
告
し
ま

す
。
胆
振
東
部
地
震
の
影
響
で
第
二
回
目
は
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
会
期
日
程
は
終
了
し
ま

し
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
の
み
な
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                    



 

 

 

 

ひきこもり支援におけるソーシャルワークとピアサポート 

 白梅学園大学子ども学部・教授の長谷川俊夫氏（写真-1）は、横浜市と川崎

市で不登校やひきこもり、生きにくさを感じる人たちのための居場所を開設する

NPO 法人の役員でもある。長谷川俊夫氏は、かつて横浜市の福祉職として長く

相談援助をするなかでひきこもりの存在を知り、日本初のひきこもり家族教室を

開設した。元来、社会福祉援助がとりこぼしている問題に関心が強く、単に右肩

上がりのリハビリテーションモデルのひきこもり支援、つまり就労することがゴ

ールである支援がいまだに国が主導して続けられている現状を憂い、支援は本人

と一緒に石橋をたたいて渡るような関係性の中でつくりあげていくものと考えて

いる。そして「経済的」「文化的」「関係的」「実存的」の 4 つの貧困を当事

者が重層的に抱えることから発生する「生きることへの絶望」を阻止するため、

ソーシャルワークがもつ社会と当事者をつなぐ関わり方が重要であることを指摘した。「困難を抱えな

がらも生きている当事者が尊敬されるような社会を構築したい」と語る長谷川俊夫氏は日々の自助会活

動で当事者から学ぶ謙虚さが伝わる内容であった。 

 

ひきこもりアウトリーチとピア実践 

 立命館大学産業社会学部教授の山本耕平氏（写真-2）は、冒頭、日本におけ

る就労支援中心の若者支援が失敗した点を強調した上で、ひきこもり支援にお

ける暴力性、権力性という課題にも言及し次のように述べた。「社会的ひきこ

もり支援に関わる支援者は他人様の生き方に口出しし、恐れ多くも他人様の人

生そのものに介入する」。介入することの意味は支援者が当事者に対して権力

的になる習性をはらんでおり、プロスタッフとピアスタッフが権力性や暴力性

を克服し当事者、家族、地域住民が果たす役割を築いていく必要性を述べた。

さらに当事者は支援組織に忠誠させられる危険性があり、いじめの体質を温存

する支援には抵抗するといった指摘とともに、組織ではなくそこにいる人（ス

タッフ）とともに人生を築いていけると思えたとき「支援―非支援」の関係性が「共同的関係性」に変

化することが、山本耕平氏が長年の相談援助活動からみえてきたことであると振り返った。ひきこもり

支援は社会への再適応のためではなく意味ある人生を送るためにある。当事者と支援者が支援体制を

「一緒に築いていく」という視点が必要となる。 

 

古くて新しい『文通』という試みでつながった若者たち 

～手紙、はがきによるひきこもり支援の可能性 

NPO 法人仕事工房ポポロ代表の中川健史氏（写真-3）は、校内暴力がピー

ク期を迎えた 1980年頃から学習塾を運営しながら非行少年たちと交流をも

ち、その後不登校ひきこもり支援に携わり、現在は岐阜市で仕事工房ポポロを

立ち上げたのを皮切りに 10 団体以上の支援ネットワークづくりを実現した。 

前段で中川健史氏は「日本では中年期の支援に関する法整備がなされていな

いため、働き盛りの世代が追いやられている」と述べ「悶々とひきこもる生活

４ 

手紙を活用したピア・アウトリーチ開発実務者予定者研修会 

5名の講師から理論と実技を学ぶ 

（写真-2） 

山本 耕平 氏 

（写真-1） 

長谷川 俊雄 氏 

（写真-3） 

中川 健史 氏 

9月 29日（土）～30日（日）2日間にわたり、「手紙を活用したピア・アウトリーチ開発実務者予定

者研修会」が開催された。この研修会では、現在当 NPOが実施している長期在宅状態で外出が困難な

ひきこもり当事者に対して郵送する絵はがきによるアウトリーチを担う実践者や関心あるピアサポー

ター実践者を対象にひきこもりピアサポートの心構えや絵はがきを作成のノウハウを学習した。初日

には遠く稚内や帯広、旭川など定員 20名の参加があった。この研修会に招聘された５名の講師陣に

よる講義並びに演習の内容をまとめた。 



を余儀なくされている人たちが多い理由は彼らに出番をつくらなかったから」と現状の若者支援の課題

を挙げ「出番」と「役割」の重要性を強く訴えた。 

中川健史氏はこれまでに手紙を通して出会ってきた若者について触れ、「自立とは何かを尋ねてきた

若者の問いに対して、毎月発行している機関誌ニュースレターの読者が答えるといった一対多数の関係

を重視している」と述べ、一方的な葉書送付とは違う特色がみられた。また「たった一通届いた手紙が

広い意味での居場所につながる」可能性についても指摘し、転職を繰り返し定着してこなかった人たち

がこれからの地域づくりに欠かせないという認識をどこかにもっていく必要があると述べた。 

 

初心者でもできる絵はがきづくりを体験（実技演習） 

長男の不登校をきっかけに小樽市で不登校・ひきこもり家族交流会世話人を続

けている鈴木祐子氏（写真-4）は、20 年以上にわたり当事者宅へ絵はがきを送

り続けている。研修では日常生活にある新聞紙や道端にある落ち葉、100円ショ

ップに売られている材料を駆使して個性ある作品づくりの魅力を紹介した。 

 鈴木祐子氏は絵はがきづくりのポイントとして、「短時間にできるので難しく

考えない」「本人が拒否したら中断」「はがきに書く内容は意図をもたず近況や

時候などに留め、慣れてきたら日常の気にとまったことなどを加える」「切手は

珍しいものや相手の好みに合わせる」などを挙げ、長年継続してきた絵はがきの

活動から「回を重ねることで応答がなくても何かしらの交流につながる」「はが

きの送付が間接的に社会と接する疑似体験にもなる」と、その意義を述べた。 

 研修では鈴木祐子氏の指導のもと、参加者が思い思いの絵はがきをつくっていたが、地震災害の新聞

紙面のみではり絵を作成するといったテーマ性のある表現をしていた参加者もみられ、各々が創意工夫

をこらした絵はがきをつくる機会となった。 

 

堺市におけるひきこもり支援～サカイ式すべらないグループワークとひきこもり

ピアサポーターによる実践 

 前・堺市こころの健康センター相談係長の岩田光弘氏（写真-5）は、2006

年から 2017 年まで大阪府堺市のこころの健康センターでひきこもりの相談支

援を担当してきた。2009 年から開始したサカイ式すべらないグループワーク

（SSG）とは「安心してすべれるグループワーク」という北海道浦河にある「べ

てるの家」の真逆的発想からきており、個別のニーズに応じた「テーラーメー

ド」の企画が特徴である。聴くだけで交流なしの講座や特定の事例に焦点をあて

た少人数企画などを打ち出し、当事者が講師を担うこともあった。SSG の雰囲

気は全体的に緊密すぎないゆるさがあり、自己開示しなくてもいるだけでもよい

というスタンスが参加者を安心させてきた。 

岩田光弘氏は 2013年から 3 年間「堺市ユース・ピアサポーター養成派遣事業」に着手し、ひきこ

もり相談の利用を経て社会参加を目指すが就労に至らない方を対象に養成講座を実施し、ピアサポータ

ーによる集団支援を実現させた。ピアサポーター同士が集い「安心してすベれるサポーター会議」を実

施するという既成概念の枠を外したゆるさが事業成功の秘訣といえる。 

◆ ◆ ◆ 

 同研修会に合わせて開催した「第２回及び第３回手紙を活用したピア・アウトリーチ開発事業推進委

員会」では、絵葉書によるピア・アウトリーチ希望者の担当者役割分担を行った。2019 年 3月まで

の期間、研修会で学んだことを活かし絵はがきづくりを実践する。ひきこもり支援は就労一辺倒の支援

では限界がある。緩やかにアウトリーチを図る絵はがきによる郵送支援のあり方を再考し、官民あげて

出番と役割を演じられるピアサポート育成に期待したい。 

 

 

 

５ 

（写真-4） 

鈴木 祐子 氏 

（写真-5） 

岩田 光宏 氏 

皆様からの投稿をお待ちしています 
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当事者から捉える不登校とひきこもりの理解 

～地域の民生児童委員に求められるもの 《講演採録》 

６ 

小
樽
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
活
動
の
中
で
遭

遇
す
る
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
で
悩
む
当
事
者
や
家

族
に
対
し
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば
よ
い
の
か
ー
。 

10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
小
樽
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
児
童
福
祉
部
会
研
修
会
で
は
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
田
中
敦
理
事
長
が
、
不
登
校
や
中
学
浪
人
、
ひ
き

こ
も
っ
た
経
験
を
も
つ
、
い
ち
当
事
者
の
立
場
か

ら
、
不
登
校
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
を
語
っ
た
。 

◇
教
育
熱
心
な
家
庭
に
育
つ 

私
は
現
在
52
歳
で
す
。
生
ま
れ
た
当
時
、
父
は
公

務
員
で
転
勤
族
、
母
も
女
性
の
社
会
進
出
が
乏
し
い

時
代
と
し
て
は
珍
し
く
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
。
七
つ
違
い
の
兄
が
い
ま
す
が
、
教
育
熱
心
な

家
庭
で
育
っ
た
た
め
、
中
学
入
学
と
同
時
に
よ
り
高

い
教
育
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
親
元
を
離
れ
札
幌
に

住
む
祖
父
母
に
預
け
ら
れ
ま
し
た
。 

兄
は
小
学
校
の
頃
か
ら
生
徒
会
長
を
務
め
、
成
績

は
い
つ
も
ト
ッ
プ
を
維
持
す
る
ほ
ど
の
秀
才
で
、
国

公
立
の
大
学
へ
進
学
し
一
流
企
業
へ
就
職
し
て
い
き

ま
し
た
。
私
は
そ
ん
な
優
秀
な
兄
に
比
べ
ら
れ
な
が

ら
親
か
ら
「
血
が
つ
な
が
っ
て
い
る
の
に
、
何
で
お

前
は
こ
ん
な
に
で
き
な
い
ん
だ
」
と
叱
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。 

◇
凧
（
た
こ
）
糸
が
す
り
減
る
過
程
を
み
る 

私
は
小
学
一
年
か
ら
学
校
か
ら
帰
る
と
学
童
保
育

に
預
け
ら
れ
夕
方
ま
で
過
ご
し
、
そ
の
後
も
近
所
の

家
庭
に
預
け
ら
れ
夜
遅
く
帰
る
両
親
を
待
つ
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
を
振
り
返
る
と
、
も
う
少

し
親
が
早
く
帰
宅
し
て
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
て
ほ
し

か
っ
た
と
か
、
一
緒
に
遊
ん
で
ほ
し
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
心
に
親
や
大
人
に
対
す
る
希
望
や
願

い
は
あ
る
も
の
で
す
。
不
登
校
ひ
き
こ
も
り
に
な
る 

 

き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
背
景
に
着
目
す
る
こ
と
が
支
援
者
に
は
求
め
ら

れ
ま
す
。
あ
る
不
登
校
経
験
者
が
空
に
飛
ば
す
凧
に

喩
え
て
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に
な
る
こ
と
を
凧

糸
が
切
れ
た
状
態
だ
と
述
べ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

糸
が
切
れ
る
手
前
に
す
り
減
っ
て
い
く
過
程
が
私
に

は
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
過
程
を
支
援
者
が
み
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

◇
身
体
は
登
校
、
心
は
不
登
校 

 

私
は
親
の
転
勤
で
苫
小
牧
、
函
館
な
ど
道
内
を

転
々
と
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
一
番
辛
か
っ
た
の
は

や
っ
と
環
境
に
慣
れ
、
友
だ
ち
が
で
き
た
と
た
ん
に

転
校
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
小
学

４
年
生
の
と
き
に
は
周
囲
に
馴
染
め
ず
勉
強
も
得
意

で
は
な
か
っ
た
た
め
保
健
室
登
校
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
担
任
教
師
は
私
を
保
健
委
員
に
し
て
保
健

室
に
通
っ
て
い
る
形
に
す
れ
ば
保
健
室
登
校
で
は
な

い
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
こ
で
考

え
て
ほ
し
い
の
は
、
身
体
は
登
校
し
て
も
心
が
不
登

校
の
ま
ま
で
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
不
登
校

に
な
り
や
す
い
人
は
感
受
性
が
高
く
、
周
り
に
気
を

使
う
た
め
神
経
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
子
ど

も
の
内
面
を
見
ず
に
形
式
的
に
登
校
さ
せ
て
も
解
決

に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。 

◇
家
族
支
援
の
重
要
さ 

私
が
不
登
校
に
な
っ
た
こ
と
で
母
親
は
精
神
的
に

不
安
定
に
な
り
仕
事
を
辞
め
ま
し
た
。
不
登
校
に
な

っ
た
原
因
を
つ
く
っ
た
の
は
親
の
責
任
だ
と
考
え
た

か
ら
で
す
。
自
分
が
原
因
で
離
職
し
た
こ
と
は
私
に

と
っ
て
も
罪
悪
感
に
な
り
ま
し
た
。
不
登
校
の
課
題

を
閉
ざ
さ
れ
た
家
族
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
問

題
点
が
み
え
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
不
登
校
ひ
き

こ
も
り
支
援
で
大
事
な
の
は
、
当
事
者
本
人
へ
の
支 

援
と
共
に
必
要
な
家
族
支
援
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

家
族
支
援
に
お
い
て
重
視
す
べ
き
は
単
な
る
機
関

や
制
度
の
情
報
提
供
で
は
な
く
、
安
心
し
て
不
登
校

や
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
に
対
応
し
て
く
れ
る
人
が
い

る
こ
と
を
紹
介
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
支
援
者
側

の
熱
心
過
ぎ
る
関
わ
り
は
逆
に
当
事
者
や
家
族
を
委

縮
さ
せ
ま
す
。
支
援
者
は
「
決
し
て
無
理
は
し
な

い
。
け
れ
ど
目
は
背
け
な
い
」
で
関
わ
り
、
不
登
校

や
ひ
き
こ
も
り
の
人
た
ち
が
声
を
出
し
や
す
い
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
く
り
か
え
て
い
く
た
め
の
理
解
啓
発

普
及
活
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 

◇
人
生
と
は
リ
カ
バ
リ
ー 

 

私
は
中
学
浪
人
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
通
っ
て
い

た
予
備
校
で
は
じ
め
て
勉
強
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を

知
り
、
仲
間
の
大
切
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
再
受
験

し
て
人
よ
り
遅
れ
て
入
学
し
た
高
校
で
は
、
初
め
て

自
分
の
意
志
で
図
書
局
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

不
登
校
経
験
を
持
つ
よ
う
な
自
分
と
似
た
生
徒
が
多

く
い
ま
し
た
。
図
書
館
業
務
を
こ
な
す
こ
と
で
社
会

性
も
身
に
つ
き
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
関
す
る
本

に
も
出
会
い
、
高
校
卒
業
後
は
大
学
で
社
会
福
祉
を

学
び
現
在
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
は
じ
め
る
原
点
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
福
祉
を
学
ぶ
な
か
で
「
リ
カ
バ
リ

ー
」
と
い
う
理
念
を
知
り
ま
し
た
。
人
生
と
は
曲
が

り
く
ね
り
、
と
き
に
は
後
ず
さ
り
し
な
が
ら
し
か
し

再
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ
が
「
リ
カ
バ
リ

ー
」
で
す
。
不
登
校
も
ひ
き
こ
も
り
も
ひ
と
つ
の
人

生
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
糧
に
し
て
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
当
事
者

が
本
来
持
つ
力
を
活
か
し
リ
カ
バ
リ
ー
で
き
る
よ
う

に
彼
ら
の
力
が
発
揮
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が

相
談
業
務
を
拡
充
す
る
こ
と
以
上
に
重
要
で
、
そ
れ

が
本
来
あ
る
べ
き
支
援
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。 
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日
本
各
地
の
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
を
伝
え
る
「
ひ
き
こ
も
り

外
交
官
」
こ
と
さ
え
き
た
い
ち
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第

二
回
目
で
す
。
（
聞
き
手
・
吉
川
修
司
） 

当
事
者
が
現
状
か
ら
変
化
を
遂
げ
る
た
め
、
親
が
特
に
気
を

つ
け
て
お
く
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か 

 

当
事
者
本
人
が
今
の
状
況
を
把
握
し
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
生
き
て
い
く
か
を
考
え
て
い
け
れ
ば
、
仕
事
を
し

て
い
な
く
て
も
あ
る
種
の
解
決
と
い
っ
て
い
い
。
あ
と
は

ど
う
に
で
も
本
人
が
や
り
ま
す
。
当
事
者
は
理
不
尽
な
親

子
関
係
、
学
校
で
も
い
じ
め
な
ど
嫌
な
思
い
を
し
て
い
る

た
め
に
社
会
参
加
す
る
た
め
の
経
験
不
足
が
多
い
の
で
、

そ
の
点
だ
け
は
考
慮
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
。
押
し

付
け
が
ま
し
く
親
が
助
言
し
た
こ
と
を
や
ら
せ
て
、
も
し

も
失
敗
し
た
ら
親
を
恨
み
ま
す
よ
。
自
分
が
決
め
た
こ
と

で
失
敗
し
た
ら
他
の
せ
い
に
は
で
き
な
い
か
ら
自
分
で
ど

う
に
か
す
る
し
か
な
い
。
自
分
で
考
え
納
得
し
た
こ
と
は

そ
れ
な
り
に
考
え
て
動
く
の
で
成
功
す
る
と
思
う
。 

ひ
き
こ
も
り
は
犯
罪
予
備
軍
で
あ
る
と
い
っ
た
マ
ス
コ
ミ
報

道
が
最
近
あ
り
ま
し
た
が
、
当
事
者
を
引
き
出
し
て
社
会
へ

更
生
さ
せ
る
よ
う
な
考
え
方
は
ど
う
で
す
か 

 

引
き
出
し
屋
の
よ
う
な
暴
力
に
よ
る
支
援
は
当
事
者
や
家

族
を
他
の
相
談
機
関
に
行
か
せ
な
い
よ
う
に
囲
い
込
ん
で

い
ま
す
。
弱
っ
て
い
る
精
神
状
態
で
、
強
制
的
な
訓
練
を

さ
せ
て
も
大
半
の
人
た
ち
は
余
計
に
心
を
病
ん
で
し
ま
う

だ
け
で
意
味
は
な
い
と
思
う
。 

で
は
ど
の
よ
う
な
支
援
機
関
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
で
す
か 

 

支
援
機
関
の
良
し
悪
し
で
は
な
く
、
支
援
機
関
に
い
る
人

を
よ
く
見
極
め
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
信
頼
で
き
る
人
、

安
心
で
き
る
人
を
見
来
分
け
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
精

神
科
医
だ
か
ら
良
い
と
か
で
は
な
い
わ
け
で
、
肩
書
で
は

な
く
一
人
の
人
と
し
当
事
者
や
家
族
を
大
切
に
扱
っ
て
く

れ
る
よ
う
な
人
間
性
を
も
つ
人
と
の
出
会
い
が
大
事
で
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 札幌市の委託事業「集団型支援拠点設置運営

業務」居場所「よりどころ」の当事者会、親の

会が９、１０月にそれぞれ１回開催されまし

た。 

 10 月 1 日に開催された当事者会には７名が

参加して、ゲームで遊ぶグループ、対話をする

グループの 2 つに分かれて進行しました。 

 ゲームのグループでは外国のカードゲームで

盛り上がる場面もみられみなさん楽しいひとと

きを過ごしました。 

 対話のグループでは参加者の趣味を尋ねて話

題を深めました。音楽を聴く、外国語をなら

う、ボランティア活動に励むなどひきこもる中

でやりたいことを実行しているようでした。 

共通する話題として交通費や日頃のお小遣い

の使い方など金銭的な課題が多くみられまし

た。当事者のみなさんも気苦労が多いことがわ

かりました。 

 10 月 22 日に開催された親の会には 3１名

の参加者がありました。北海道胆振東部地震か

ら１か月が経過して落ち着いたこともあり地震

直後に開催された 9月の親の会よりも大幅に

参加者が増えました。 

  

  

「よりどころ」開催のご案内（11月～2019年 1月） 
 

（当事者会）                       
⑥11月 5日（月） 1階・110会議室 
⑦12月 3日（月） 1階・110会議室 
⑧2019年 1月 7日(月)3階・310会議室 

（親の会）   
⑥11月 19日（月） 3階・310会議室 
⑦12月 17日（月） 3階・310会議室 
⑧2019年 1月 21日(月)3階・310会議室 

 
開催会場： 北海道立道民活動センター「かでる２.
７」（札幌市中央区北 2条西 7丁目 道民活動セン
タービル）JR札幌駅南口から徒歩 13分 
開催時間：いずれも午後 1時～4時まで  
出入り自由 参加費は無料 
 

「よりどころ」は札幌市から当 NPOが受託し、札幌
市ひきこもり地域支援センターと協同で実践する
北海道内初の居場所です。サロンを訪れるような
気持ちで気楽にお越しください。また、ひきこもり地
域支援センターから精神保健福祉士などの資格を
もつ相談員が 1名参加しますので、個別相談を希
望される方もお待ちしています。 

さえきたいちさんとの対話②「自分で納得して動くことが大事」 

ひきこもり外交官 



 
◆「SANGO の会」例会のご案内 
２０１8 年 11 月は下記日程にて行います。初めての方も参加できます。概ね 35歳前後のひきこも
り当事者や経験者で、人との関係や会話に慣れたいと思っている方、またいろいろな情報を得たいと
考えている方は、いらしてください。詳細は事務局までお問い合わせてださい。初めて参加される方
で、少人数で会うことを希望される方は、事前に事務局までメール、電話でお問い合わせのうえ初心
者の例会にお越しください。 

《通常の例会》 
 とき：11月 12日（月）午後 1時 30分から 3 時 30分まで 
 会場：札幌市社会福祉総合センター札幌市ボランティア活動センター4階研修室 B 

（札幌市中央区大通西 19 丁目 1-1 地下鉄東西線西 18 丁目駅下車 1 番出口から徒歩 3 分） 

《初心者の例会》  
とき：11 月 28 日（水）午後５時３０分から７時３０分まで 
会場：北翔大学北方圏学術情報センター・ポルト 3 階 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ 

（札幌市中央区南 1 条西 22 丁目 1-1 地下鉄東西線円山公園駅下車徒歩５分） 

《通常例会・初心者例会予定》は随時、当 NPO のホームページで公開し   
ていきますのでご確認ください。http://letter-post.com/ 

 

♦「ひきこもりサテライト・カフェ in 小樽」開催のご案内 
今後の開催スケジュール（11 月以降） 
11 月 21 日（水）12 月 19 日（水）2019 年１月１６日（水）２月２０日（水）３月２０日（水） 

と き：午後 2時 00分から午後 4時 00分まで 出入り自由 
会 場：小樽市総合福祉センター４階和室（小樽市花園 2 丁目 12番 1 号） 
参加対象：ひきこもり当事者及びその家族など 参加費：無料 ※事前申し込み不要 
後 援：小樽市、社会福祉法人北海道社会福祉協議会、北海道新聞社 
告知案内：小樽市のホームページ https://www.city.otaru.lg.jp/ 
 

◆一日福祉セミナー「ひきこもりについて考える」開催のご案内 
講師：田中 敦（当 NPO 理事長） 
と き：12月 5 日（水）13:30～15:30 
会 場：札幌市社会福祉総合センター4階 
場 所：札幌市中央区大通西 19丁目 （地下鉄西１８丁目駅下車徒歩５分） 
参加費：500円  定員：３０名 
申し込み方法：電話、FAX 又はＥメールで申し込みください。 
申し込み/問い合わせ先：社会福祉法人札幌市社会福祉協議会ボランテアィア活動センター 
（TEL）011-623-4000（FAX）011-623-0004 

 
♦「ひきこもり本人や家族に寄り添う支援とは・・・」セミナー開催のご案内 
講師：田中 敦（当 NPO 理事長）&ひきこもり当事者数名 
と き：12月 22日（土）13:30～16:30 
会 場：札幌エルプラザ 4 階・大研修室（札幌市北区北 8 条西 3丁目） 
参加対象：ひきこもり当事者とそのご家族、関係者、支援者 
参加費：無料  定員：90 名（先着順） 
申し込み方法：申し込み用紙に必要事項を記入の上、FAX 又はＥメールでお送りください 
申し込み/問い合わせ先：北海道ソーシャルワーカー協会事務局 にいぬま様宛 
（TEL）0134-61-1007（FAX）0134-61-1772 

 

☆ 編 集 後 記 ☆ 
初冠雪の便りとともに年内最後の会報をみなさまにお届けします。これから日も短くなり、だんだん寒く

なりますので体調にはじゅうぶん気をつけてお過ごしください。   （発行責任者 理事長 田中 敦） 

 

無 断 複 製 はおやめください 

 

８ 

こ ち ら 事 務 局！          今後の動き（2018年 11月～） 


